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１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

 

ＡＩやビッグデータ等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられたＳｏｃｉｅｔｙ５．０

時代が到来しつつあります。世の中全体のデジタル化、オンライン化が大きく進展しているなか、これから

の学校は、ＩＣＴを最大限活用することで「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させていく

ことが求められています。 
本町がこれまで取り組んできた人と関わり合いながら学ぶ「学び合う学び」を引き続き推進するとともに、

一斉学習・個別学習・協働学習のそれぞれの学習場面や学習プロセスにおいてＩＣＴを効果的に活用する

ことは、こどもたちが様々な課題に関心を持って主体的・対話的に学ぶことにつながります。 
モバイル性が高く、使い勝手の良い１人１台端末、クラウドサービスの活用を前提とした通信ネットワー

クなどのＩＣＴ環境を整備し、学びの道具としてＩＣＴを活用することにより、次の４つの力をあわせ持つ「次

代を力強く拓いていくこども」の育成を目指します。 

 

次代を力強く拓いていくこども～ＩＣＴで伸ばすこどもの力～ 
１． 情報を収集する力 
２． 情報を取捨選択し、読み解く力 
３． 論理的に思考する力 
４． 課題を発見・解決する力 

 



２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

 

本町は、これまでコンピュータ教室や指導者用デジタル教科書、電子黒板などＩＣＴ環境の整備・充実に

積極的に取り組んできました。 
令和２年度には、国のＧＩＧＡスクール構想を踏まえ、１人１台端末を整備し、学校現場では教科や学習

場面に応じて、情報の収集・理解・整理・発信・共有のツールとして端末を日常的に活用しています。 
また、令和３年度から、全小中学校において、端末の持ち帰りを実施し、家庭学習においても端末を活

用してきました。 
さらに、臨時休校等の学びの保障として、授業支援ソフトウェアやウェブ会議システムを活用したオンラ

イン学習を段階的に充実し、現在では学級閉鎖や学年閉鎖時にオンライン学習を実施することが浸透し

ています。 
端末を使って児童生徒が自分の考えをまとめ、クラスメートとリアルタイムで考えを共有する授業支援

ソフトウェアや児童生徒１人ひとりの理解度にあわせて問題を出すＡＩ型のデジタルドリルを利用するなど、

多種多様なデジタルコンテンツを活用し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に推進してきました。 
これらの取組の結果、本町は、令和６年度に実施した全国学力・学習状況調査で、「授業でタブレットな

どのＩＣＴ機器をほぼ毎日使用した割合」が全国や県平均と比べて高い数値を示すなど、ＩＣＴが児童生徒

にも「学びの道具」として定着しつつあります。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

 

ＧＩＧＡ第１期では、１人１台端末を「学びの道具」として日常的に活用することに力を注いできた結果、１

人１台端末はもはや児童生徒にとって必要不可欠な学びの道具となっています。 
そのような中、令和２年度に整備した１人１台端末は、導入後４年が経過し、バッテリ持続時間が短く、

授業での活用に支障が出る場面が増えつつあります。児童生徒の学びを止めないためにも、１人１台端

末の着実かつ円滑な更新を進めます。 
ＧＩＧＡ第２期においては、次のとおり、１人１台端末の利活用を推進し、「次代を力強く拓いていくこども」

の育成を図ります。 

 

（１）　１人１台端末の積極的活用 
各校の教員がＩＣＴ活用の目的を理解し、ＩＣＴ活用指導力を向上できるよう、ＩＣＴ活用に関する研修を計

画的・定期的に実施します。 
ＩＣＴ機器に造詣が深く、教育内容や教材の知識も有するＩＣＴ支援員を継続的に配置し、ＩＣＴ活用の各

種支援や授業実践事例等の蓄積・情報共有を行います。 
端末の家庭への持ち帰りを日常化し、学習者用デジタル教科書、ＡＩ型デジタルドリル、授業支援ソフト

ウェア等を校内及び家庭学習で活用します。また、課題解決に向けて論理的に思考する力を育成するた

め、プログラミング教材を活用します。 
利活用の推進にあたっては、こどもたち１人ひとりが情報のもつ力を正しく理解し、適切に判断して行

動できる力をもつことが必要です。デジタル・シティズンシップ教育を推進するためには、学校だけではな

く、家庭の役割も非常に重要なことから、保護者に情報モラルについて周知啓発します。 

 



（２）　個別最適・協働的な学びの充実 
学習プロセスにおいてＩＣＴを活用する場面はたくさんあります。こどもたちが自らの考えで、目的や場面

に合わせてＩＣＴを使い分けて効果的に活用し、課題を発見・解決する力を育成します。 
また、教員と児童生徒、児童生徒同士がやりとりする場面でＩＣＴを積極的に活用し、協働的な学びを充

実します。 
さらに、児童生徒一人ひとりの特性にあった方法で学習を進めるため、ＡＩ型デジタルドリル等で取り組

んだ学習履歴をはじめとする教育ビッグデータの収集・分析・活用方法について研究します。 

 

（３）　学びの保障 
文部科学省の「児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知）」及び「誰一人取り残されない学びの

保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）」に記載されているとおり、１人１台端末を活用し、心や体調

の変化を早期発見する取組が広がりつつあります。 
本町においても、こうした動向を踏まえ、ＧＩＧＡ第２期では、日常の授業で端末をより効果的に活用す

ることはもちろんのこと、不登校や特別支援など、様々な困難を抱える児童生徒に対する支援として、多

様な場面でＩＣＴを活用していきます。 

 

 


